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はじめに
41 年 間 の日本 貿 易 振 興 機 構

（JETRO －以下ジェトロ）生活で
はまってしまったことが２つある。
サッカーとオペラである。サッカー
の魅力にとりつかれたのは、1966
年のワールドカップ英国大会を記
録した「ゴール」という映画を見
たことに始まる。イングランドが優
勝したのだが、観客のすさまじい
熱狂ぶりと試合展開のスピードに
強い感銘を受けた。

その後、スペイン、イタリア、メ
キシコ、チリ、ブラジルというサッ
カー大国に 15 年半滞在したが、そ
の間、チャンスがあれば、抜かりな
くサッカーやスタジアム見物に出か
けた。サッカーの魅力にはまったの
は、２つの理由からである。１つは、
各地で超一流のプレイヤーを見る
ことができたことである。ブラジル
のリベリーノ、ロナウド、ロナウジ
ーニョ、レオナルド、アルゼンチン
のマラドーナ、バテイステユータ、
テベス、チリのサモラーノ等々身近
に見たせいである。もう１つの理由
は、家族そろって見る機会が多く、
家族で楽しんだからだと思う。

チリ駐在時の 1987 年には、サン
テイアゴで FIFA ワールドユース
選手権が開催された。10 試合の通
し券を 3 枚購入し、3 人の子供たち
を順繰りに国立競技場に連れて行
った。チリは堂々３位になったが、
みんなで応援した。またチリが誇
る最高の選手の一人と言われるカ
ルロス・カセリー選手の引退試合も

家族揃って行った。家族で近隣諸
国を訪問した際にも、リオのマラカ
ナン・スタジアムで試合観戦、第
1 回ワールドカップの決勝戦が行わ
れたモンテビデオのセンテナリオ・
スタジアムやブエノス・アイレスの
リーベル・プレート・スタジアムを
見学した。イタリア駐在時代には、
AC ミランとインテルのシーズン・
チケットを購入し、3 男と順番にサ
ンシーロ・スタジアムに出かけた。
ペルージャ時代の中田も活躍して
いた。1998 ワールドカップ フラン
ス大会では、幸運にも、リヨンで
行われる日本対ジャマイカ戦のバ
ス・ツアー・チケットを 3 枚入手し
た。ミラノにいた 3 男と東京から呼
び寄せた次男の 3 人で出かけた。
日本は敗戦したが、中山選手が日
本人として、カップ史上初めてゴ
ールした試合であった。次男の呼
び寄せ航空賃、入場料、バス代、
ホテル代も合わせ、しめて 30 万円
かかった。イタリア駐在時代には、
数えてみれば 42 回サッカーを見学
した。日本のサッカーマガジンにも
「J リーグを発展させるには－セリ
エ A に学ぶ」という記事も寄稿し

た。
日韓共催の 2002 ワールドカップ

も一族郎党で応募したところ、準々
決勝戦が当たり、息子たち 3 名を
引き連れて、静岡のエコバ・スタジ
アムでブラジル・イングランド戦を
観戦することができた。ブラジルの
ロナウド、リバウド、ロナウジーニ
ョの三羽烏やベッカムがプレイして
いた。ここでもチケット代、新幹線
代等でここでも20万円を散財した。

思えば、サッカーには結構なお
金を費やしたが、当然ながら満足

の投資であった。

サッカーを通して考えたこと
（１）地元に密着するということ

世界のいずれのプロリーグでも
各チームは地元に密着している。
日本でも当時の J リーグの川淵チェ
アマンが強力に主張し、そうなっ
た。イタリアでは、年間のシーズン・
チケットの売り上げ枚数が新聞に
公開されている。当時のセリエ A
チーム 18 チームのシーズン・チケ
ットの売り上げは、スタジアムの収
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容能力の 50％から 70％であった。
金額は、正規の金額が 100 とする
とシーズン・チケットの値段は 55
になり、女性や子供はその 30％引
きで 39 となるので比較的買いやす
くなっている。当時、大宮アルデイ
ーリャに問い合わせたところ、10％
程度ということであった。J リーグ
ももっと地元に密着することを真剣
に考えるべきである。せめて 3 割く
らいがシーズン・チケットの売り上
げとなることを期待したい。

（２）�出稼ぎ国にみるブラジル選手
とアルゼンチン選手

ラテンアメリカのサッカー選手に
とって、欧州等でプレイすることが
夢である。ひとたび欧州等に渡ると
収入が飛躍的に増加し、知名度を
高めることに繋がる。ブラジルもア
ルゼンチンもサッカー大国ではある
が、プレイする国を選ぶに際して、
かなりの違いがあるように思える。
ブラジルの場合は、開放的かつ外
向きで、アラブでも中国でも共産圏
でも、まさに世界のどこへでも出か
けて行く。一方アルゼンチン人は、
もっと内向きである。行先は、もち
ろん例外はあるが、宗主国のスペ

インと移住者が多いイタリアにおお
むね限定されている。日本にも、ブ
ラジル人プレイヤーは多いが、アル
ゼンチン人は少ない。昔、横浜マ
リノスにいたラモン・デイアスは例
外的である。チリ人は、アルゼンチ
ン人ほど内向きではないがブラジ
ル人ほど開放的、外向きではなく、
その中間である。

（３）�ブラジル代表ロナウド選手に
みるフォワードの役割とヨー
ロッピアン・ドリーム

フォワードの役割は言うまでもな
くゴールすることである。極端に言
えば、通常はほとんど動かずとも、
ボールが来たときに迅速に動き、
シュートを打ち得点するのがその
役割である。インテルに入団した
ブラジル代表のロナウド選手の動
きを何度か見ているうちに、この選
手の行動範囲はかなり限定されて
いる、すなわちあまり動かないこと
がわかった。日本人の場合、フォ
ワードでも、ピッチを駆け巡り、時
にはディフェンスの役割をも果たす
とチームのためによく頑張っている
と評価される傾向にある。日本人
のチームワーク精神と勤勉志向か

ら来ているのだろう。しかし、よく
考えてみれば、フォワードは、チャ
ンスの時には、いち早く動き、集中
して、ゴールに繋げるのが仕事で
ある。ロナウド選手の場合、ボー
ルを受け取ってからの初動の動作
やフェイントは、普通のフォワード
の 5％か 10％くらい早いような印象
を受ける。FC バルセロナのメッシ
選手は、ロナウド選手よりよく動く
が、いざとなるとスピードが俄然加
速化され、相手方のディフェンス
がついていけなくなる。日本のフォ
ワードもピッチを駆け巡らなくても
良く、いざというときに確実にゴー
ルしてもらえれば良い。ロナウド選
手の移籍金の推移をみると、ラテ
ンアメリカ出身のサッカー選手にと
って「ユーロッピアン・ドリーム」
とは何かが理解できる。彼がミナ
スジェライス州の「クルゼイロ」か
ら 1994 年にオランダの「PSV アイ
ントホーフェン」に移った時は 60
万ドルであったが、1996 年のスペ
イン「FC バルセロナ」の移籍時に
は、1,700 万ドル、97 年イタリアの「イ
ンテル」移籍の際は、1,900 万ポン
ド、2002 年の「レアル・マドリード」
に移った時は、3,900 万ドルに跳ね
上がったと報道されている。貧困
脱出どころか一躍大金持ちに変身
することになる。眼の色が変わるわ
けだ。

（４）選手、監督、審判を評価する
イタリアで夜に放映されるサッカ

ー番組を見ると、非常に興味ある
ことがわかる。サッカー解説者が、
プレイした選手を一人ずつ採点す
るとともに、監督や審判なども厳
しく評価する。翌日の新聞を読む
と、選手の評価が 10 点満点でなさ
れる。6 点がまずまずで、なかなか
7 点や 8 点がもらえない。全く活躍サンパウロのモルンビー・スタジアムの風景FCサンパウロ—コリンチャンス戦（2005年　桜井撮影）
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しなかった選手は、SC（評価する
に値しない）ということになる。選
手、監督、審判の評価は、同じく
スペインやブラジル、その他ラテ
ンアメリカでもなされる。日本の場
合、このような制度がなく、それほ
ど活躍しなくても、○○選手は勝
利に貢献したというあいまいな報
道がなされる。日本サッカーがも
っと強くなるには、選手の評価採
点制度を確立することが必要であ
る。それには、解説者の見識やサ
ッカー記者の実力を高めることが
必要なのであるが。

（５）サッカーと治安問題
ラテンアメリカでサッカー見物を

する時は、十分注意するようにとよ

く言われる。何故と聞くとあいまい
な返事が返って来る。多くの人は、
サッカーに出かける際に起こるピス
トル強盗等盗難による危険とファン
同士の争いに巻き込まれる危険を
ごっちゃにしているケースが多い。
どちらのケースでも十分対応可能
である。ピストル強盗への対応は、
短パンと T シャツといったいつ襲
われても良い服装で出かけ、クレ
ジットカードや大金を持たず、小
銭をいくつかのポケットに分散し、
最悪の場合に備え、タクシー代を
靴下に入れておくようにすれば良
い。そして、暴漢に襲われれば、
決して抵抗せず、ポケットのすべ
ての小銭を快くお渡しするという
方法である。暴漢は人殺しをする

のが目的ではなく、所持金を奪うの
が狙いである。ファン同士の争いも
回避できる。どういう試合展開にな
れば、争いが起こるのかを分析す
ればよい。試合内容が緊迫してい
れば、どちらのチームのファンも満
足するので、争いはまず起こらな
い。しかし、5 対 0 とか 4 対 0 のよ
うに一方的な試合になると争いの
確率が高くなる。勝った方が挑発
したり、負けた方がヤケクソになる
からだ。試合展開を見て、雲行き
が危うくなれば、10 分前にスタジ
アムを後にし、ずらりと並んでいる
タクシーに乗り帰宅すればいいの
である。

（さくらい ていじ　ラテンアメリカ協会理事）
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1931 年に岡島元七郎の 4 歳の恵子を含む一家 6 人は、大阪商船ブエノスアイレ
ス支店に赴任し 39 年までの約 8 年間を過ごした。健全で幸せな家庭生活だったが、
第二次大戦の勃発と岡島のシンガポール転勤で終わり、岡島は 45 年帰国途上に乗
船していた戦時病院船が米軍潜水艦に撃沈され帰らぬ人となった。

戦後、教員になっていた恵子は、ブエノスアイレスに踏みとどまって成功を収め
た原商会の原 昇・カズ夫妻に乞われて養子縁組し再びアルゼンチンに渡る。日本で
見合いし入り婿となった修と二男二女に恵まれるが、仕事では昇と修は折り合いが
悪く、原商会も時代の変化に翻弄され衰退、修は後年癌が発症し 72 年に享年 46 歳
で亡くなった。その後子供たちも成長し、長女あやはアルゼンチン人の同級生ホル
ヘと、二女涼は医科大学を出た在留邦人進と、長男素も日本に研修留学した際に知
り合った康子と、末子光は空手を通じて知り合ったパメラとそれぞれ結婚し（後に
離婚し晶江と再婚し娘をもうけるが離婚）、皆子供も授かった。恵子も 91 年 64 歳
の時に養父の友人で旅行会社を経営する二世松堂昭と再婚したが、昭は 2006 年に
病死した。物語は老いた恵子と子供、9 人の孫たちの今に至る消息と家族生活を伝
える。

著者（アキコ）が一族から聞き取った原家のおよそ百年にわたる家族史は、恵子
がアキコに語った「ふるさとは日本、でも居場所はここブエノスアイレス」で終わる。
これまでの移民史にはなかったアルゼンチンと日本との間で交差した家族の数代に
わたる物語り。 〔桜井 敏浩〕
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